
泉北環境整備施設組合「ボトルｔｏボトル」水平リサイクル事業に係る事業者選定 

公募型プロポーザル審査結果について 

 

 標記の件について、優先交渉権者を決定しましたので、審査委員会の審査結果及び講評を報告しま

す。 

 

1 審査結果 

 優先交渉権者：サントリーホールディングス株式会社 

                            （６００点） 

事業者名 評価点 選定結果 

サントリーホールディングス株式会社     466.25 点 優先交渉権者 

Ａ者     392.50 点      

Ｂ者     300.00 点  

 

    ＜評価結果＞ 

評価項目 評価の視点 配点（満点） 優先交渉権者 Ａ者 Ｂ者 

環境負荷軽減 

に関する項目 

・革新的な仕組みや技術により、各工程

において二酸化炭素の削減に大きく寄与

できるものか。 
６０ 40.00 42.50 37.50 

事業実績・計画 

に関する項目 

・事業を円滑かつ確実に遂行するための

体制が十分に整っているか。（飲料メー

カーとしての「ボトルｔｏボトル」リサ

イクルの実績及び計画、今回受入れる予

定のリサイクル施設の所在地及び処理能

力等） 

・災害時等においても継続的に受け入れ

が可能な体制となっているか。 

９０ 67.50 60.00 56.25 

啓発 

に関する項目 

・泉北環境整備施設組合構成各市の環境

教育にどれだけ寄与できるか。（頻度・

内容等） 

・環境負荷低減に向け、企業としての啓

発や取組みを実施しているか。（テレビ

ＣＭの実施等） 

１２０ 105.00 80.00 60.00 

価格の決め方 

に関する項目 

・上期・下期（半期ごと）の単価を決定

するにあたっての考え方が、本組合にと

ってメリットがあるものか。 
１８０ 172.50 97.50 52.50 

品質基準の緩和に

関する項目 

・以下の項目について、容器包装リサイ

クル協会の品質基準よりもどれだけ緩和

ができるか。 

①テープ、キャップ、ラベルが付着 

②塗料が付着（マジックやスプレー） 

③カラーボトル 

④カットされたボトル 

⑤複合素材のボトル（飲み口がアルミ

等） 

⑥内容物で変色したボトル 

⑦内容物が残っている、異物入り 

⑧取手付きボトル（焼酎等）、ガロンボ

トル 

⑨ペットボトル標記のボトル以外の容器

（キムチ容器、海苔の容器など） 

⓾ビニール袋、ビニール片 

１５０ 81.25 112.50 93.75 

合  計 ６００ 466.25 392.50 300.00 



2 講評 

本プロポーザル提案者におきましては、いずれも創意工夫が重ねられた素晴らしい内容であり、

敬意と感謝の念を表するものであった。 

本件については、公募型プロポーザル方式により『泉北環境整備施設組合「ボトルｔｏボトル」

水平リサイクル事業』に係る飲料メーカーの募集を行い、３者から応募があり、実施要領に基づ

き優先交渉権者としての適否を審査したものであり、その中でも優先交渉権者となった「サント

リーホールディングス㈱」は、国内のボトルｔｏボトル水平リサイクル事業の先駆者として事業

実績も非常に多く、また、実施体制も確立されており、事業を円滑かつ確実に遂行することがで

きることを高く評価した。 

 また、環境負荷軽減の観点では、使用済みペットボトル処理方法によるＣＯ２排出量の削減の

ほか、運搬時におけるＣＯ２排出量抑制についての提案もあり評価できるものであった。 

 今回、本事業の取組みを始めるに当たり、組合市の市民や子どもたちを対象とし、資源循環や

環境課題を意識した環境教育出前授業や市民イベントへの積極的な参加協力体制の提案について

も、ゼロ・カーボンシティや持続可能な循環型社会の実現に大きく寄与する内容であり、組合市

の取組意図を汲もうとした内容であった。 

 さらに、ペットボトルの品質基準の緩和や価格の決め方に係る考え方についての提案において

も、組合のペットボトルベール品を非常に高く評価した上での提案内容となっており、組合の負

担軽減や歳入増につながるものであった。 

 プレゼンテーションでは、限られた時間にもかかわらず、提案内容が要約され分かりやすいも

のであった。また、ヒアリングにおいても、事業への認識や組合への協力体制等、熱意が感じら

れるものであり、これまでの事業実績を生かし、本事業を実施することが期待できるものであっ

た。 

 今回、優先交渉権者となった「サントリーホールディングス㈱」においては、今後の事業開始

に向け、組合と十分な協議を行い、提案内容に沿った質の高い事業を確実に遂行できるよう要望

する。 

 最後に、本プロポーザルにご参加いただきました３者の皆様におかれましては、提案書の作成

やプレゼンテーションの準備、質疑応答などに対し、真摯にご対応いただき、心から感謝申し上

げる。 

以上 


